
１学習内容の説明⇒２問題演習⇒３振り返り（確認テスト・相互採点・リフレクションの記入）

【内容目標】統計的探究プロセスはいろいろな場面で使えるようになろう

  統計的探究プロセス

   

 統計的探究プロセス



　問　題（）…解決すべき事柄を把握し，統計

　　　　　　　　　　　　　　　　　で扱える問題を設定する。

　計　画（）…設定した問題に対して，集める

　　　　　　　　　　　　　　べきデータと集め方を考える。

　データ（）…計画にしたがってデータを集め，

　　　　　　　　　　　　　　表などに整理する。

　分　析（）…目的やデータの種類に応じてグ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ラフにまとめたり，データに関

　　　　　　　　　　　　　　　　　する数値を求めたりして，特徴や傾向を把握する。

　結　論（）…見いだした特徴や傾向から結論をまとめて表現したり，さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らなる課題や改善点を見いだしたりする。
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実際には手計算で回帰直線を引くことは少なく、

表計算ソフトなどを利用することがほとんどである。

回帰直線を引くことで、１つの変量のデータから

もう一方の変量のデータの値を予測することが可能である。
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

 　最小２乗法

実際のデータはある程度散らばっているため、どの部分に直線を引くのが妥当かが問題となる。その解決方法の一つ

として「最小２乗法」がある。これはガウスによって体系的に理論化され、未知の真の値を観測によって推定する方

法として有効であるとされている。最小乗法は，人工知能の分野でも用いられる。
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